
沖縄県立芸術大学美術工芸学部履修規程

                               令和３年９月27日

                               沖芸大規程第55号

（趣旨）

第１条 この規程は、沖縄県立芸術大学学則（沖芸大規則第１号）に定めるもののほか、

美術工芸学部の授業科目の種類、単位、履修方法その他必要な事項を定めるものとする。

（授業科目）

第２条 各授業科目の名称及び単位数は、別表第１及び別表第２に定めるとおりとする。

第３条 削除

（履修方法）

第４条 学生は、全学教育科目及び専門教育科目について学科・専攻別に定める規準によ

り、所定の科目及び単位を修得しなければならない。

２ 前項の全学教育科目及び専門教育科目の履修方法は、別に定める履修要領のとおりと

する。

（教職課程）

第４条の２ 教職に関する科目の名称及び単位数は別表第３に定めるとおりとする。

２ 教育職員免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規則に基づき

本学で定める単位を、別に定める履修要領に従い修得しなければならない。

（博物館学課程）

第４条の３ 博物館に関する科目（指定教育科目）を別表第４に定めるとおりとする。

２ 学芸員の資格を得ようとする者は、博物館法及び博物館法施行規則に基づき本学で定

める単位を、別に定める履修要領に従い修得しなければならない。

（授業科目の公示）

第５条 各学年度（前期及び後期）に開設する授業科目、単位数及び担当教員については、

その学年度（前期及び後期）の授業開始に先立って公示する。ただし、臨時に開設する

授業科目については、その都度公示する。

（履修登録）

第６条 学生は、毎学年度（前期及び後期）の定められた期間内に、履修しようとする授

業科目を教務学生課に届け出ることとする。この手続きを履修登録という。

２ 臨時に開設される授業科目の履修登録については、その都度公示する期間内において

行うものとする。

（履修登録の制限）

第７条 授業科目の受講人数は、教材、教室の収容人員等により制限することがある。

２ 受講人員が著しく少ない授業科目については、開講しないことがある。

３ 個別の授業科目の履修登録にあたって、あらかじめ公示により、登録の資格に専攻又

は既に履修し単位を修得した授業科目等の条件を付すことがある。

４ 特に指定のある場合のほか、同一時間に１科目を超えて履修登録することはできない。

（履修登録の上限）



第８条 １箇学期に履修登録できる単位数は、原則として22単位までとする。ただし、自

由科目、教職に関する科目、博物館に関する科目（指定教育科目）及び集中講義による

科目を除く。

２ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、前項に定める上限を超え

て授業科目の履修登録を認めることがある。

（履修登録の上限の緩和）

第８条の２ 以下の各号をすべて満たす学生については、１箇学期につき26単位までの履

修登録を認める。

⑴ 前年度のすべての科目の成績において「不可」がないこと。

⑵ 前年度のすべての科目の成績において「可」が１科目を超えないこと。

（１学年に修得すべき単位数）

第９条 学生は、卒業に要する最終学年を除き、１学年に最低20単位以上を修得しなけれ

ばならない。ただし、自由科目、教職に関する科目及び博物館に関する科目（指定教育

科目）を除く。

２ 卒業に要する最終学年を除き、１学年に20単位以上を修得できなかった学生について

は、原級に留め置くこととする。ただし、当該年次に修得した単位は認定する。

３ 前項本文の規定にかかわらず、姉妹校派遣留学生の留学先における学修成果について、

同一年度の１年間を通して修めたものと教授会が認めた場合は、この限りではない。

（出席）

第10条 学生は、履修登録した授業科目の授業に常に出席しなければならない。

２ 履修登録した授業科目にやむを得ず欠席する場合は、あらかじめ当該授業科目の担当

教員に届け出なければならない。

３ 病気その他の理由により１週間以上欠席する場合には、欠席届に医師の診断書又は欠

席の理由となる証明書等を添付し、教務学生課に提出するものとする。

４ 忌引きのため欠席するときは、10日以内に忌引届を学部長に提出しなければならない。

５ 忌引日数は、次のとおりとする。

⑴ １親等の血族及び配偶者 ７日間

⑵ ２親等の血族及び１親等の姻族 ５日間

⑶ ３親等の血族及び２親等の姻族 ３日間

６ 次に掲げる理由により、通常の授業に出席できない場合は、欠席日数に加えない。

⑴ 忌引

⑵ 教育実習

⑶ 介護等体験実習

⑷ 古美術研究又は学外研究

⑸ 学校保健安全法施行規則で定められた感染症

⑹ その他教授会が認めた特別な理由

（試験）

第11条 定期試験は、学期末に期間を定めて行う。

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目によっては、臨時に試験を行うことがある。

（追試験）



第12条 所定の試験に欠席した者の追試験は行わない。ただし、病気その他特別な理由（第

10条第６項に掲げる理由、公の証明書のある事故等）によりやむを得ず受験できなかっ

た者に対しては、願い出により追試験を行うことができる。

２ 前項の規定による追試験は、当該学期の末日までに担当教員の指定した日に行う。

（再試験）

第13条 不合格となった授業科目の再試験は行わない。ただし、当該学期に履修登録した

授業科目の中で教授会が認めた授業科目については、再試験を行なうことがある。

２ 前項の規定による再試験は、担当教員の指定した日に行う。

（履修の要件）

第14条 授業科目の授業総時間数の３分の１以上欠席した者には、その授業科目の単位は

与えない。

（成績評価の基準）

第15条 授業科目の成績評価基準は、次のとおりとする。

評語 評点 評価基準

秀 (Ｓ) 90～100点
到達目標を十分に達成し、内容が特に優れてい

る。

優 (Ａ) 80～89点 到達目標を十分に達成し、内容が優れている。

良 (Ｂ) 70～79点 到達目標を概ね達成している。

可 (Ｃ) 60～69点 到達目標を最低限度達成している。

不可(Ｆ)
59点以下 到達目標を達成していない。

履修放棄又は受験放棄

２ 前項の規定にかかわらず、５段階評価に適さない授業科目の評語及び成績評価基準は

次のとおりとし、合格（Ｐ）を合格とし、不可（Ｆ）を不合格とする。認定（Ｒ）は、

他大学等において修得した単位を本学において認定する場合に適用する。

評語 評価基準

合格(Ｐ) 到達目標を達成している。

不可(Ｆ)
到達目標を達成していない。

履修放棄又は受験放棄

認定(Ｒ) 単位認定

（再登録）

第16条 既に履修し単位を修得した授業科目は、再度履修登録することはできない。ただ

し、不可とされた授業科目については、再度履修登録することができる。

２ 前項の規定に基づき再度履修登録した授業科目については、学則第44条の規定に従っ

て、改めて評価する。

   附 則（令和３年３月31日学長決裁）

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。

２ この規程の第２条及び第15条の規定は、令和３年度以降に入学（編入学、転入学及び

再入学（以下「編入学等」という。）を除く。）する学生について適用し、令和２年度以



前に入学した学生については、なお従前の例による。

３ 令和３年度以降に編入学等する学生については、第２条及び第15条の規定にかかわら

ず、その者の属する年次の在学生の例による。

附 則（令和３年９月27日学長決裁）

１ この規程は、令和３年９月27日から施行し、令和３年４月１日から適用する。

２ この規程の第15条の規定は、令和３年度以降に入学（編入学等を除く。）する学生に

ついて適用し、令和２年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。

３ 令和３年度以降に編入学等する学生については、第15条の規定にかかわらず、その者

の属する年次の在学生の例による。


